
第２学年 生活科学習指導案 

２年１組   ２９名 

 

１ 単元名 まちのひみつをさがそう！○○○たんけんたい 

 

２ 単元設定の理由 

（１） 単元に関する児童・地域の実態 

本学級の児童は，１年生の生活科等の学習から，繰り返し人と関わる活動をしてきたことで，相手意

識が少しずつ育ってきている。５月には１年生に向けて「学校紹介」の学習をしている。その中で，１

年生だけでなく，担任以外の教員や学校を支えてくれる人との関わりをもつことができた。また，学校

全体での取り組みである「○○祭」では，４年生とペアになり，一緒に祭りを楽しむ中で交流を深めた。 

活動や課題に対して，「こうしてみたい。」という自分なりの考えをもつことができる児童も増えてき

たが，目的意識をもって分かりやすく伝えたり，相手の考えを受け入れて新たな考えをつくりだしたり

することには課題がみられる。発表を聞いたり，友達と話し合ったりする中で，友達の考えと比べるこ

とで共通点や相違点に気付き，その面白さや友達のよさ，自分のよさにも気付かせ，相手の考えを尊重

できる態度を身に付けさせたい。  

また本校区は，人参の栽培がさかんで，冬から春にかけてはビニルハウスが並び，収穫後から秋にか

けては水田や野菜栽培の畑が広がるなど，四季の変化を感じながら学校生活を送っている。最近では，

大きな商業施設が次々に建設され，生活のしやすさから新興住宅も増えている。児童に町のお気に入り

の場所やとっておきの場所を聞いてみたところ，地域にある公園や図書館，ショッピングモールなどを

答える児童が多かった。 

これまで，自分のクラスや家庭が中心であった児童も，異学年の児童と関わったり，地域にある公園

で遊んだりするなど，友達や地域の自然，人々との関わりを通して，自分たちの生活の場を広げてきて

いる。自分たちのまちのよさに気付き，「このまちがすき」と思える子どもの育成につなげていきたい。 

（２） 単元について 

  本単元は，学習指導要領生活科内容（３）の「地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活

したり働いたりしている人々について考えることができ，自分たちの生活は様々な人や場所と関わって

いることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，適切に接したり安全に生活したりしようとする」に

基づいて単元を設定する。地域のお店や施設をグループに分かれて探検するという活動を行い，そこで

発見したものや気付いたことを発表し合う。その中で，自分たちの生活は様々な人や場所と関わってい

ることに気付き，適切に接したり，安全に生活したりしようとする態度を育てることを目標としている。 

  第一次では，一回目の町探検を行う。自分たちの学校の周りにはどんな施設や自然，人がいるのかを

見ることを中心に探検し，地域の人や場所に興味がもてるようにしたい。 

  第二次では，一回目の探検で興味をもったところを中心に，実際に施設の中に入って，そこで働く人々

にインタビューする活動を行う。より詳しくまちのことを知ったり，人と関わったりする活動を設定す

ることで，働く人や自分たちと同じ地域で生活している人がいることに気付かせたい。 

  第三次では，探検をして発見したことを伝え合う活動を行う。本時では，タブレットを活用すること

により，写真を取り入れたり，文字を入れたりすることで，より分かりやすく伝わるように表現できる

よう工夫させたい。 



３ 単元の目標 

  地域の人々と関わる活動を通して，地域で生活したり，働いたりしている人と自分たちの生活との関

わりについて考え，自分たちの生活はさまざまな人や場所と関わっていることや，地域の人々が地域に

寄せる思いに気付くとともに，地域の人々に親しみや愛着をもち，適切に接したり，安全に生活したり

しようとすることができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に取り組む態度 

 地域の人々と関わる活動を通し

て，自分たちの生活は，地域のさま

ざまな人や場所と関わっているこ

とや，地域の人々が地域に寄せる思

いに気付くことができる。 

 地域の人々と関わる活動を

通して，地域で生活したり，

働いたりしている人と自分た

ちの生活との関わりを考えて

いる。 

 地域の人々と関わる活動を通

して，地域の人々に親しみや愛

着をもち，適切に接したり，安全

に生活したりしようとしてい

る。 

 

５ 学習指導計画(２６時間) 

第１次 まちたんけんにいこう・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 

第２次 まちのひみつをみつけよう・・・・・・・・・・・・・・・・８時間（本時６／８） 

第 3 次 まちのひみつをつたえよう・・・・・・・・・・・・・・・・１１時間 

第４次 まちの人をしょうたいしよう・・・・・・・・・・・・・・・３時間 

 

６ 単元構想（全２６時間） 

（ア：知識・技能 イ：思考・判断・表現 ウ：主体的に学習に取り組む態度） 

学習活動 児童の意識の流れ 活動の主な支援 
評価規準 

(評価方法) 

第１次 

まちたんけんにいこう 

・自分たちの学校や家

の周りで今までに行

ったことのある場所

を紹介し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇普段遊んでいる

公園や買い物に

行く場所などを

想起させる。 

 

ウ 自分たち

の住む町に

関心を向け

ている。 

(発言) 

 

野菜のひみつを教えてく

れた先生は学校の近くで

野菜を育てているみたい

だよ。 

見に行ってみたいな。 

近くの公園で友達

とよく遊ぶよ。 

よくおかしを買いに

行くお店があるよ。 

神社があるよ。

地域の人と掃除

をすることがあ

るよ。 

まちたんけんにいこう 



・探検に行くため

の計画を立て

る。 

 

・２つのコースに

分かれて探検に

行く。 

 

 

 

 

 

 

 

・町探検で見つけ

たことを発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次 

まちのひみつをみ

つけよう 

・１回目の探検を

振り返り，２回

目の探検に行く

場所を決める。 

 

 

・調べたい内容を

整理し，インタ

ビューしたいこ

とを考える。 

・インタビューの

練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地図を見せ，どん

なルートを通る

か事前に示し，行

きたいコースを

選べるようにす

る。 

〇約束事を確認す

る。 

〇施設，人，自然に

目を向けるよう

に声をかける。 

 

 

 

〇行ったところの

写真を用意し，見

付けたことを想

起しやすくする。 

 

〇行ったところが

分かりやすいよ

う地図にまとめ

る。 

 

 

〇児童が興味をも

った施設を選べ

るようにする。 

 

 

〇１回目の探検で

撮った写真を見

せたり，日常生活

での関わりなど

を想起させたり

し，聞いてみたい

ことや知りたい

ことをはっきり

させるよう助言

する。 

 

 

 

 

ア 町には様々

な自然や施設

があることに

気付いてい

る。 

  (発言・行動) 

 

 

 

 

ウ 探検で見付

けたことを進

んで伝えよう

としている。 

(発言・行動) 

イ 探検を振り

返り，見付け

たことを表現

している。 

(発言・ワークシ

ート) 

 

 

 

 

 

ウ 働く人に関

心をもち，イ

ンタビューし

ようとしてい

る。 

(態度・発言) 

 

 

 

 

南コースに行って

みたいな。 

北コースに行って

みたいな。 

たんけんにでかけよう(１回目) 

大きな建物だね。何を

するところなのかな。 

野菜の先生は佐藤農

園の畑にいるよ。 

違うコースに行った友達に紹介したいな。 

それぞれのコースで見つけたものをつたえよう 

児童館があいてる

ね。 

いつも買い物をする○

○スーパーがあるよ。 

今度はもっと見学

してみたいな。 

まちのひみつを見つけよう 

見学やインタビューのじゅんびをしよう 

文化ホールって何をす

るところなのかな。 

どんな野菜が育てら

れているのかな。 

午前中，児童館は何

をしているんだろ

う。 

○○スーパーで１番

売れているものは何

かな。 

新しい大きな建物があ

ったよ。文化ホールと

書いてあったよ。 

○○農園さんの畑

はとても大きくて

びっくりしたよ。 

児童館があったよ。

午前中もあいてた

よ。 

○○スーパーのおば

さんがレジをしてい

るのが見えたよ。 

インタビューをして，も

っと詳しく知りたいな。 



 

・２回目の探検に

行き，インタビ

ューをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町のひみつをク

ラスのみんなに

伝える準備をす

る。 

 

 

 

・町のひみつにつ

いて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次 

まちのひみつをつ

たえよう 

・だれに伝えたい

かグループで話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

〇インタビューや

施設見学を通し

て，人と触れ合う

ことを大切にさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇カメラフォルダ

から必要な写真

を選んで使える

ようにする。 

〇分かりやすく伝

えるためにはど

うすればよいか

助言する。 

〇友達の発表を聞

いて，新しいひみ

つや疑問を見つ

けられるよう助

言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自分の聞き

たいことにつ

いて，町の人

にインタビュ

ーすることが

できる。 

(ワークシート・

会話) 

 

 

 

 

 

イ インタビュ

ーしたり，見

学したりして

分かったこと

を表現してい

る。 

(態度・発言) 

 

ア 町探検を通

して，様々な

施設があり，

そこで働いて

いる人々の存

在に気付くこ

とができる。 

（発言・ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たんけんにでかけよう(２回目) 

文化ホールは，どん

なことに使われてい

ますか。 

何種類ぐらいの野菜

を育てていますか。 

ぼくたちが学校に行

っている間は何をし

ているのですか。 

１番売れているもの

は何ですか。 

インタビューをしたり，見学をしたりして分

かったひみつについてみんなと話したいな。 

まちのひみつを伝えるじゅんびをしよう 

どんな順番で話すと

分かりやすいかな。 

どの資料を使うと伝

わりやすいかな。 

まちのひみつをつたえ，話し合おう 

椅子がたくさんあった

ね。お料理やスポーツ

をする部屋もあった

よ。藍染めの作品もあ

ったよ。 

たくさんの野菜をそ

だてているんだね。

毎日のお世話が大変

だろうな。 

赤ちゃんが遊ぶおも

ちゃがあったよ。小

学生以外も利用して

いるって聞いたよ。 

私も買ったことがあ

るよ。お菓子以外に

もいろんなものが売

られているんだね。 

だれかにつたえたいな。 

町の人に伝えたいな。 学校のみんなに知らせよう。 

１年生に知らせたいな。 家の人に伝えたいな。 

まちのひみつをつたえよう 



 

・何を伝えるか，

そのためにもっ

と調べてみたい

ことは何か，グ

ループで話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調べる方法につ

いて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

・各グループで決

めた方法で調べ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

○伝える相手を意

識して調べる内

容を考えるよう

助言する。 

○グループで話し

合ったことを全

体に紹介し合う

ことで，聞き手の

児童からの質問

や感想を聞くこ

とができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

○どのような方法

があるのか提示

する。 

 

 

 

 

 

○手紙や電話など

を適切に使うこ

とができるよう

助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 伝える相手

を意識し，伝

える内容を選

んでいる。 

（発言・ワーク

シート） 

ウ もっと詳し

く調べようと

している。 

（発言・態度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 手紙や電話

などを適切に

使っている。 

(態度・発言・

手紙等) 

 

ア 身近な人と

関わることの

よさに気付い

ている。 

（態度・発言） 

 

 

 

どんな人が利用

できるのかな。 

野菜を育てるときに気を付

けていることは何かな。 

先生はどんなことを

しているのかな。 

よく売れるように何か

工夫しているのかな。 

どんな方法で調べようかな。 

メールを使って質問

してみるよ。 

電話で質問してみよ

うかな。 

もう一度行って，話

を聞いてみたいな。 

手紙を書いて，聞い

てみたいな。 

それぞれのほうほうでしらべよう 

○○に住んでいる人が楽し

めたり，他の町の人に○○

のことを知ってもらえるよ

うに工夫しているんだね。 

毎日野菜の様子

を見て，愛情を

こめて育ててい

るんだね。 

みんなが安心して使え

るように，お世話して

くれているんだね。 

売りたい商品を通路

に置いてたよ。工夫

して売っているね。 

どうやってつたえようかな。 

もっとくわしくしらべたいな。 

何を伝えようかな。 

文化ホールのよさや

使い方 

おいしい野菜を育て

る工夫 

児童館の使い方や先

生の仕事 

売っている商品やお

すすめの商品 

つたえたいことをまとめよう 

まちのひみつをもっとしらべよう 



 

・伝える方法につ

いて話し合う。 

 

 

 

 

・それぞれのグル

ープが選んだ方

法で準備をす

る。 

 

・グループでまと

めたことを伝え

に行く。 

 

 

 

 

第４次 

まちの人をしょう 

たいしよう 

・これまでの学習

について発表す

る計画を立て

る。 

 

・保護者や地域の

人を招待し，地

域の人と関わる

ことで初めて知

ったことや心に

残った出来事を

発表したり，感

想を聞いたりす

る。 

・これまでの学習

を振り返る。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝える相手に応

じた伝え方がで

きるよう助言す

る。 

 

 

○付箋を使用し，調

べたことを整理

していくことが

できるようにす

る。 

○児童の気付きの

のよさを全体で

共有し，地域への

親しみや，身近な

人と関わるよさ

や楽しさを引き

出す。 

 

○これまでの学習

の成果を発揮し，

児童どうしがス

ムーズに話し合

えるよう助言す

る。 

 

○地域の人と関わ

ることのよさや

楽しさの実感，進

んで交流してい

こうとする意欲

を引き出すよう

助言する。 

ア 相手に応じ

た伝え方があ

ることに気付

いている。 

（発言・態度） 

イ 伝えたいこ

とが相手に伝

わるか予想し

ながら伝え方

を選んでい

る。 

（発言・作品） 

ア 交流を通し

て互いの気持

ちがつながる

心地よさに気

付いている。 

（発言・ワーク

シート） 

 

イ 伝える相手

や伝えたい内

容に応じた発

表方法を選ぶ

ことができ

る。 

（発言・作品） 

ウ 自分が伝え

たことで，地

域の人が喜ん

でくれたこと

を実感し，こ

れからも地域

の人と交流し

ていこうとし

ている。 

（発言・ワーク

シート） 

 

 

ポスターにして，貼

ってもらおう。 

パンフレットにして

学校におこう。 

かべ新聞にして見て

もらおう。 

パンフレットにして

家の人に渡したいな。 

つたえるじゅんびをしよう 

写真をいれると，分

かりやすいかな。 

伝えたいことを仲間

わけしてみようよ。 

まちのひみつをとどけにいこう 

うまく伝えることが

できるかな。 

喜んでくれるといい

な。 

まちの人は喜んでくれてい

たのか聞いてみたいな。 

感想を聞いて

みたいな。 

まちの人をしょうたいするけいかくを立てよう 

劇にして発表しよう

かな。 

シナリオカードで発

表しようかな。 

どうやって発表しようかな。 

まちの人にはっぴょうしよう 

まちの人がポスターを

見てくれてうれしいな。 

まちの人となかよく

なれたよ。また行って

話をしたいな。 

喜んでいてくれ

て，よかったな。 

ぼくたちのまちに

は，すてきなところ

がたくさんあるね。 

まちの人をしょうたいしよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習 

(１) 目標 

 ２回目の町探検を通して，発見したことや分かったことなどを友達と伝え合うことができる。 

 

(２) 展開 

                                    （○：指導 □：評価） 

学習活動 指導上の留意点と評価規準 

１ 前時までの学習を振り返り，本時のめあてや活動内容を

確認する。 

 

 

 

２ 発表の準備をする。 

〇一人一人がシナリオカードをつくる。 

 

 

 

 

 

 

〇それぞれが作ったカードをグループでひとつにまとめる。 

   

  

 

 

 

 

 

 

３ 本時を振り返り，次時の活動の見通しをもつ。 

〇本時の活動に見通しをもつことができ

るようにする。 

 

 

 

〇写真はカメラフォルダの中に入れてお

き，児童が必要な写真を選んで使える

ようにしておく。 

〇文字を入れる際には，分かりやすいよ

うに短い言葉で入れるように声をかけ

る。 

 

 

〇話を聞いた順番や見学をした順など，

聞く人にとって分かりやすい順番にな

るようにカードを並び替えるよう声を

かける。 

□町探検を通して発見したことや分かっ

たことなどを写真等を使って工夫して

表現している。 

(イ 発言・カード) 

 

〇いくつかのシナリオカードを紹介し，

次時への活動に意欲をもたせる。 

 

（３） 評価及び指導の手立て 

「十分満足できる」と判断

できる状況 

聞く人を意識しながら，探検をして発見したことや分かったことなどを

工夫してシナリオカードに表現している。 

「おおむね満足できる」状

況にするための手立て 

 一緒にシナリオカードを操作したり対話したりすることで，分かったこ

とをカードに表現できるようにする。 

 

まちたんけんで見つけたひみつをつたえる 

じゅんびをしよう。 

文字を入れると分かりやす

くなるかな。 

どの写真で説明すると分

かりやすいかな。 

クイズを入れるとみんな

に見てもらえるかな。 

写真の大きさや文字の色

を工夫してみるよ。 

最初のカードは建物

の写真がいいかな。 

どんな順番にすると分かり

やすく伝わるかな。 


